
外で倒れて運ばれる照良の弟 

茂（しげ）

村を訪れていた岩手病院の及

川先生が適切な処置を行い症

状が落ち着く

勉強が好きと言う照良に及川

先生は将来の夢を聞く

幼なじみのフミに、医者にな

りたいが親に迷惑はかけら

れないと打ち明ける

照良の想いを聞いた父栄吉は

村長に懇願して学費を借りる

父に進学を進められ照良は医

者を目指すことを決心する

家族とフミに見送られて自分

の夢に向かって旅立つ照良

照良は盛岡中学校を卒業後、

私立岩手医学校に進学した

懸命の治療にもかかわらず三

郎は息を引き取った

自分の無力さ嘆く照良にフミは

あえて厳しい言葉をぶつける

入院患者の後藤の言葉で照良

は医師としての責任と覚悟を

痛感する

フミに謝罪し改めて医師を目

指すことを誓う照良

及川先生が医師のあるべき姿を語る

時は流れ昭和３年。医師となった照良とフ

ミの子 良太が私立岩手医学専門学校に入学校長の三田俊次郎先生　良太に医師の理念を語る

岩手病院に入院する三郎を見

舞う照良。フミが看護師とし

て勤務している

行きつけの酒屋「さっこい」で

将来の夢を語りながら酒を酌

み交わす
容態が急変して苦しみだす三郎 照良はどうし

ていいのか分からず動揺する

子どもたちの踊り

季節が流れ、数年が過ぎる　

主人公の照良（てるよし）。家は貧し

いが勉強が好きで、学校では優等生
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「
病
気
を
治
す
こ
と
は
体
を
治
す

こ
と
だ
け
で
は
な
い
。患
者
を
安
心
さ
せ
る

力
を
持
つ
の
は
医
師
だ
け
だ
。

ど
ん
な
薬
や
手
術
よ
り
、患
者
が
生
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
大
切
だ
」

「
誠
」の
精
神
は
、

　

次
世
代
へ

　
　

受
け
継
が
れ
る
―

「
理
想
だ
け
じ
ゃ
患
者
は
救
え
な
い
の
！

人
の
命
を
預
か
る
覚
悟
が
ね
ん
だ
ば
、

も
う
辞
め
て
村
さ
帰
れ
！
」

「亡くなって悔しいのはみんな同じ。
でも命ある限り仕方ない。
だがら、今が一番大事なのす」
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〜
つ
な
ぐ
道
〜

　
町
民
参
加
に
よ
る
手
作
り
の
舞
台
「
矢
巾
町

民
劇
場
」（
金
子
卓
嗣
実
行
委
員
会
会
長
）
の

第
21
回
公
演
「
医
志
〜
つ
な
ぐ
道
〜
」
が
2
月

11
日
・
12
日
の
両
日
、
田
園
ホ
ー
ル
で
上
演
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
品
は
岩
手
医
科
大
学
創
立
1
2
0

周
年
を
記
念
し
、
誠
の
医
師
を
目
指
し
て
成
長

す
る
青
年
の
姿
か
ら
命
の
大
切
さ
を
描
い
た
物

語
。
総
勢
約
1
0
0
人
の
ス
タ
ッ
フ
や
キ
ャ
ス

ト
が
参
加
し
、
約
2
カ
月
に
わ
た
り
練
習
や
準

備
を
積
み
重
ね
て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
公
演

に
は
2
日
間
で
5
1
0
人
が
来
場
。
感
動
が
あ

ふ
れ
る
物
語
と
出
演
者
た
ち
の
熱
演
に
、
惜
し

み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
30
年
。
岩
手
県
で
は
度
重
な
る
凶
作
で
貧
し
い

地
域
も
多
く
、
病
気
で
亡
く
な
る
人
も
多
か
っ
た
。
病

院
も
不
足
し
て
い
て
、
医
師
や
看
護
師
を
養
成
す
る
こ

と
が
急
務
だ
っ
た
。

　

主
人
公
、
照
良
は
勉
強
も
優
秀
で
将
来
が
期
待
さ
れ

て
い
た
が
、
貧
乏
な
家
に
育
ち
、
病
弱
で
弱
視
に
な
っ

た
弟
が
い
る
た
め
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
ら
農
業

を
継
い
で
家
族
を
支
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
。
あ

る
日
、弟
が
高
熱
を
出
し
て
倒
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
頃
、

村
に
は
岩
手
病
院
の
医
師
が
訪
れ
て
い
て
偶
然
、
照
良

の
家
に
い
た
村
長
の
娘
フ
ミ
が
医
師
を
連
れ
、
治
療
を

す
る
。
照
良
は
初
め
て
見
る
、
命
を
あ
き
ら
め
な
い
医

師
の
姿
に
心
を
動
か
さ
れ
、
そ
の
職
業
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
す
る
。
看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
フ
ミ
に
、
将

来
の
夢
を
打
ち
明
け
る
照
良
。
想
い
を
知
っ
た
父
は
村

長
に
頭
を
下
げ
資
金
を
借
り
進
学
さ
せ
る
。

　

時
は
経
ち
、
岩
手
医
学
校
４
年
生
と
な
っ
た
照
良
は

同
級
生
と
共
に
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。
照
良
は
入
院
中

の
男
の
子
、
三
郎
と
兄
弟
の
よ
う
に
仲
良
く
な
り
、
時

間
を
み
つ
け
て
は
病
室
へ
顔
を
出
す
。
回
復
傾
向
に

あ
っ
た
三
郎
だ
が
照
良
の
目
の
前
で
病
気
が
急
変
す

る
。
何
も
で
き
な
い
自
分
を
責
め
落
ち
込
む
照
良
に
看

護
師
と
な
っ
た
フ
ミ
は
あ
え
て
厳
し
い
言
葉
を
投
げ
か

け
る
。

　

岩
手
医
科
大
学
創
立
1
2
0
周
年
を
記
念
し
、
誠
の

医
師
を
目
指
し
た
青
年
の
成
長
を
描
い
た
物
語

矢
巾
町
民
劇
場
第
21
回
公
演

平
成
29
年

２
月
11
日
・
12
日

田
園
ホ
ー
ル

矢
巾
町
民
劇
場
制
作
部

佐
々
木
絵
梨
子

脚
本

演
出

「
地
域
へ
尽
く
し
、

未
来
へ
つ
な
ぎ
、

誠
の
医
者
と
な
れ
」

❷ ❸ ❹
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